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タニウツギとキバナウツギの交雑個体における種子の稔'性Ｐ９ 
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被子植物には，属内近縁種間で交雑を起こす事例が数多く知られている。このような種
間交雑の結果生じた個体群の中には、しばしば倍数化や染色体の大幅な組み換えを伴って、
両親種と生殖的。生態的に隔離された別の種へと分化を遂げるものもあり、種間交雑は被
子植物の多様化を考える上で最も重要な現象の一つである。タニウツギ属腕igeIa（スイ
カズラ科）は日本国内に３節８種が分布し，東北地方にはこのうち３節５種が分布する。
東北地方で最も分布域の広いタニウツギ腕鞍IaAort顛錘臼（SieboldetZuCC｡）KoKoch
は、同じタニウツギ節に属する他の２種とはぼぽ異所的に分布するが、別の節に属するキ
バナウツギ1Ｋ噸極噸滅czii（SMOore）Rehderとは主に秋田県南部から宮城・山影県境、
総よび福島県北部で分布が大きく重なる。この両者の間には、異節間であるが交雑個体が
形成されることが知られており、交雑個体の形態的特徴から交雑個体同士の種子繁殖ない
し浸透性交雑が想定されていた。しかし予察的な観察から、交雑個体の花粉稔性は低く、
どの程度有性生殖が可能なのかについては全くわかっていなかった。交雑個体の稔性は、
その後の交雑個体群の消長や、浸透性交雑による両親種への新たな形質の導入などを左右
する特性であり、今後の進化の方向性を考える上で欠くことのできないI情報である。そこ
で本研究では、クニウツギとキバナウツギの交雑個体について、種子形成能の有無と発芽
率を調べた。
宮城県仙台市および山形県山形市のキバナウツギ自生地内に生育する交雑個体、それぞ
れ１個体ずつについて、開花期に花序にマーキングを行い、その後の結果率を測定した。
また得られた種子を培養して、その発芽率を算定した。篭の結果、仙台市の個体は多くの
花序で果実をつけておらず、全体の結果率も１２．１鶏であった。これに対して山形市の個体
では、ほとんどの花序が果実をつけており、全体の結果率は55.6飴であった。種子の形態
は両者ともキバナウツギに類似しているが、山形の個体の方が種子サイズも大きく、発芽
率もよい傾向が見られた。形態的、遺伝的解析から、仙台市の個体は交雑第一代ないしは
それに近い遺伝的組成を持っていると推測されたのに対して、山形市の個体は交雑後代を
経たものであると推測され、このような違いが結果率、種子発芽率に反映されているので
はないかと考えられる。
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